
晩秋の散歩道
群生する兵庫県花「野路菊」が横尾山腹を真っ白に
待ちかねた横尾山腹 野路菊の丘に咲く野路菊

2020.11.10.



晩秋の散歩道を飾る小菊「野路菊」
道端に小さな花が群生して咲く地味な花
何処かで見かけたことがある親しさ
きどらずありのままの姿で
兵庫県の県花です



2020.11.10. 地下鉄妙法寺駅周辺の夕暮れ

11月 コロナ禍はいまだ収束できずですが、
すっかり寒くなり、紅葉し始めた街路
公園には元気な子供たちの姿
神戸の街も晩秋の装い



摩耶山への黒岩尾根登山道で見かけた小菊が道を飾る 2020.10.9.

「野路菊」そのものではありませんが、晩秋「野路菊」が咲く季節に
明日の散歩は横尾道 野路菊の丘を歩いて、野路菊眺めることに

摩耶山頂へ伸びる黒岩尾根 市原で

晩秋 兵庫の山裾の道を小菊が飾る時節
横尾山山腹 野路菊の丘でも待ちかねた
兵庫県花「野路菊」が山腹を真っ白に



2020.11.10. 晩秋 横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊の丘を眺める
横尾道より

横尾山山腹ののじぎくの丘で
待ち兼ねた野路菊の花が咲き始めました



2020.11.10. 晩秋 横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊の丘を眺める
横尾道より



2020.11.10. 晩秋 横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊の丘

コロナ禍の中 毎日の散歩道 横尾道
野路菊が地域の人たちによって群生地保存の栽培がされている
横尾山野路菊の丘で山腹を真っ白に染める野路菊の花が咲き始めました





何とはなしに人恋しい秋 群生して咲き誇る純白な小菊の帯
雑種はどこにでも見かけられるありふれた小さな小菊ですが、
丘一面を真っ白に染めるとなるとなかなか見られぬ秋景色。

「真実」の花言葉を持つ山端や川縁や里でそっと咲いている地味な花で、
兵庫県六甲山系が自生地の東限で東日本にはない。

毎年この野路菊が咲きだすと、丘に登って先に逝ってしまった仲間を
思い出しつつ、ひとり好きだった野風僧・惜別の歌も口ずさんで
いっときを過ごすことができました。



晩秋 横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊の丘 2020.11.10.



晩秋 横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊の丘 2020.11.10.



啓明高校前から上の横尾道散策路に少し登ると野路菊の丘
陽が陰り始めた午後 南遠く明石海峡が見える

横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊 2020.11.10.



野路菊の丘 南西側の遠望
すぐ下には啓明学園高校のグラウンドから友が丘の住宅地が広がっている

横尾山山腹 白い花が咲き始めた野路菊 2020.11.10.



2020.11.10.午後 野路菊の丘から眺める夕暮れ近い南西側東播磨の遠望【1】

2020.11.10.午後 野路菊の丘から眺める夕暮れ近い南西側東播磨の遠望【2】
















































































